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ヒカゲノカズラ・ベニシダ・シシガシラ・トラ ノオシダ・ノキシノブ・ミツデウ ラボシ・
ミ ヤ7ノキシノブ・ミ カエリソウ・ヤマジノホ トトギ ス・ヤマソテツなどの草本があり，
蘇苔地衣層では Jsothecium subdiversiformis・Hy抑um Plumaeforme ・Leucobryum
bowringii・Cladonia rangiferina などが わずかに生育している。 切株上には Brachy­
thecium Poρuleum がみられる程度である。 基岩は粘土・砂及び礁などよりなるが， 一部
l乙 chert，粘板岩よりなる部分もある。
さらに保黒が1963年 9 月30 日イ プネ岳（1150m）頂上の 南側に南北 40～48m，東西 13m
にわたって群生するアスヒカズラの自生地を発見した。その後 12月22 日両者が本新産地の
生態について調査を行った。本産地の植被は上層に ベニドウ ダン・シロヤシオ・シロモ
ジ・ク ロモジ・ツ ノハシパミ・ネザサ ・ モミジイ チゴなどの低木がわずかにあり， 下層に
おいてはアスヒカズラが優占し，これにアプラ 、ンパ・シシガシラ・ススキ・ミツバッチグ
リ・タテヤ7リンドウ・ヤマブ キショウ 7・ ツボスミレ・オオイワカガミ・ホソノイノトウ
ゲシパ・オトギ リソウ ・ ヒメハギ・チゴユリ ・アキノキリンソウ・シハイ スミレなどがわず





1.5m l乙及んでいる。乙の主軸にまばらに針状の葉をつけ， 側校は斜上し，扇形 l己分岐し
ている。小校は幅 2.5～4.2mm，著しく扇平で， 表面は緑色，裏面は淡色で， 葉はまばら
に4列にならび， 基部は小枝lζ広く合着し，先端は やわらかい刺状をなし，側葉は左右か
争事平， その遊離部は長さ l ～1.8mm，や や直立し， 内曲している。 背葉の葉は線状で，
左右の葉にはさまれ，先端はとがり，腹葉はとげ状の小さい突起にすぎない。胞子穂は鎌
掛谷における観察では 7 月初旬ごろより伸長しはじめ， 8 月初旬l乙，一応形態をととのえ
るようである。胞子穂の総梗は各側枝l乙 1 ～ 2 本出し，長さ 8 ～11cmで，と乙ろ どころ
に小葉をつけ，その頂端をさらに 1 ～ 2 回ほど分校して 2 ～ 3 個の小梗となっている。今
後さらに本群落の生態学的な研究を進めたい考えである。
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